
スタディサポートMJ所沢
埼玉県所沢市和ケ原1-37-3大成ビル201
TEL：04-2937-5432 URL:http://melphis.co.jp/

令和４年９月号

＃メルフィスの小窓
＃スタディサポートMJ所沢 で検索！

児童通所課嵯峨憲司

日々を振り返りながら

私は、凄く小心者なので、自分の意見や行動・発言に対して間違えたり失敗をしたりしな
い様に気を付けています。また、物事をネガティブに考えやすいので、ネガティブな考えで
終わらない様に「良し！これで大丈夫だ！」と感じられるまで、様々な筋道や理屈を考えて
ポジティブなイメージを作り上げています。
小学生の頃はそんな事も考えずに無邪気に過ごしていた様に感じますが、中学生になって
様々な環境が変わった事や、自分も周りも他者との比較による評価が多くなってきた事も影
響をしていたのだと思います。中学生の頃が一番ピークで、高校生の頃もそれを引きずって
しまい、自信が無い自分をごまかして見たりして向き合っていなかった様に感じます。

「自分の意見を持つためには、自ら動いて自分の考えを掘り下げ、言葉にしなければなら
ない。」
これは、そんな高校生の時代に出会ったニーチェの言葉です。
それまでは、何か借り物の言葉や上辺の言葉で自分自身をごまかしていた事を、行動⇆思考
の繰り返しの中で、徐々に自分の考えや言葉をまとめて行った時に、初めて気持ちが楽に
なった事を覚えています。
だからと言って、何かが物理的に解決をした訳ではありません。前に進む為のきっかけ作り
が出来ただけでした。でも、それが一番大切だったのだと思います。

先日、職員と支援会議からの帰りの車の中で様々な話をしてのですが、その中でとある子
どもの「こだわり」の話になりました。その子は、いつも特定の場所に居る事が多いのです
が、私たちはその子が「その場所を好きだから居る」と考えています。でも、果たしてそう
なのでしょうか。もしかしたら何か嫌な事を回避する為に居るのかもしれません。もしくは、
知らず知らずの内に大人がそこへ誘導をしてしまっている可能性もあります。私たちは、子
どもを決めつけない様にしながらも、気が付かない内に子どもを「私たちの考えの型」には
めてしまう事もあります。
言葉は思考や感情の全てを表現出来ません。そもそも、言葉が苦手な子もいます。自分の
考えがその子を型にはめてしまっていないか。時々、支援の中で様々な事を試したり、職員
と子どもの話をしたりして考えて行くのですが、明確な答えが出る訳では無いので、奥が深
いと感じる日々を過ごしています。



緑ファイルにその日のプログラムで使用したプリン

ト・制作物をお入れすることがあります。

ご家庭での確認の際にご活用いただけると幸いです。

今学期もよろしくお願いします。

月曜日：マナー・ルール／作業
火曜日：生活プログラム
水曜日：情報機器プログラム
木曜日：マナー・ルール
金曜日：作業プログラム

9月から２学期プログラムが始まります

企画から準備、運営まで子どもた
ちが参加して本番を迎えました。
当日はそれぞれMJを銀行から降ろ
しつつ、時間いっぱい楽しんで過
ごしました。
的あて・モルボールのランキング
に入賞した子は表彰されています。

高得点を狙え！
「モルボール」

あたりはどこだ？
「景品釣り」

ビンゴを作って景品ゲット
「たこボール」

MJの

自 由研究

ペットボトルロケットに引き続き、実験コーナーとして「つかめる水」と
「スライム」を作りました。はかりを使って材料を測りとり、好きな色で
着色しています。ぷにぷにとした感触を楽しみました。

スライム
つかめる水


